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１．災害時の情報収集の現状（日本）

昼間の災害発生時の状況把握
―＞全国各地の消防、警察、国土交通省事務所

の事務所職員が即座に点検

その背景には、全国をカバーする複数の組織の
ネットワークと信頼性の高い道路網と情報通信網

夜間の中山間地の情報収集のむずかしさ
新潟県中越地震で判明



１．災害時の情報収集の現状（アジア）

災害発生しても全容が把握できるまでに数日
―＞未整備の地方組織、貧弱な陸路、情報通信網

多島国（インドネシア、フィリピンなど）や交通不便
な山岳地域を抱える国にとっては、全国土の状況
の掌握は困難。

放置すれば、中央政府批判や社会不安
につながりかねない！



２．ALOSの災害時情報把握能力への期待

アジア各国の被災状況の迅速な把握、地図との連動
（陸路で有人で把握が困難な情報の一元把握）

例：台風通過後翌朝の浸水域の把握

例：大規模地すべり発生後の被害地域のmapping

例：地震＋地すべり発生後の通行可能な道路の確認

例：日本の中山間地、沿岸集落の情報の迅速な把握、
特に夜間



出典：災害チャーター、中国洪水



出典：災害チャーター、レイテ島地滑り



出典：災害チャーター、ジャワ中部地震



３．予防的防災
施策への適用

ハザードマッピングへの
利用

旱魃、森林火災、原野火
災などCreeping
Disasterへの適用、現状
のモニタリングが必要

出典：紋別市ハザードマップ

出典：JAXA地球観測センター


